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■事業案内　第１回岩手県立博物館まつり

「みんなあつまれ！はくぶつかん─やってみよう　たのしんじゃえ　はくぶつかん─」
日時：平成20年₉月21日㈰　　場所：岩手県立博物館本館、芝生広場、民家　　対象：小学生以下（未就学児は保護者同伴）
学芸調査員　原　田　祐　参

　ここでは、博物館のイベント「第１回

岩手県立博物館まつり」についてご紹介

します。

■「岩手県立博物館まつり」とは･･･

　今年から新たに開催するイベントで

す。小学生を中心とする児童が、さまざ

まな体験や遊び、物づくりを通して博

物館を身近に感じてもらうための企画で

す。

　「岩手県立博物館まつり」は、通常の「み

んなでためそう！体験教室」というプロ

グラムの規模を拡大して行われます。

「みんなでためそう！体験教室」

当館では、毎週日曜日に、主に小学生

を対象とする「みんなでためそう！体

験教室」というプログラムを実施して

います。これは、さまざまな遊びや物

づくりを体験し、昔のくらしや身のま

わりの自然にふれるものです。内容は

小学校低学年の児童が簡単に製作で

きるものからやや難しいプログラム

まで、年間約５０種類が用意され、毎年

多くの児童が参加しています。

■各コーナーの内容について

　このイベントは大きく₆つのコーナ

ー（学芸員の体験、製作、体験、昔の遊び、

イベント、食とバザー）に分けられます。

それぞれのプログラムについて、簡単に

ご紹介します。

⑴「調査実験」
　これは、館内の実験道具を実際に使い、

学芸員の仕事を体験します。普段なかな

か目に触れることがない、学芸員の仕事

について知ることが出来る貴重なチャン

スです。

⑵ 製作コーナー
　「みんなでためそう！体験教室」の中

で人気の高い₄つのプログラムです。

①こはくの玉づくり

　 琥珀に穴をあけ、磨いて玉をつくりま

す。

②土器づくり

　 「とうくろう粘土」で、縄文土器を焼

かずにつくります。

③化石のレプリカ

　 石膏で型どりしたものに、絵の具で彩

色してレプリカを作ります。

④木の皮細工

　 木の皮を使って、おしゃれなバッグを

作ります。

⑶ 体験コーナー
　昔の人びとの暮らしを実際に体験しま

　す。

①火おこし

　 火おこし器を使って、火をおこします。

木をこすり合わせて出る摩擦熱を利

用するものです。さあ、何秒で火がつ

くでしょうか。

②石臼（いしうす）

　 火で煎った豆などを石臼ですりつぶし

て、きなこなどを作ります。出来た粉

は持ち帰り出来ます。レシピもありま

す。

③「むかしの衣装を着てみよう」

　 「雫石あねっこ」「鎧兜（よろいかぶ

と）」、「狩衣（かりぎぬ）」を着ること

ができます。ポーズを決めて写真を撮

ってみましょう。

⑷ 昔のあそび
　民家で昔懐かしい遊びをしよう！お父

さん、お母さんと一緒にチャレンジして

みましょう。

　①お手玉

　②あやとり

　③方言クイズ

　④啄木カルタ大会

⑸ イベントコーナー
　「ホンモノのチャグチャグ馬ッコに乗

って写真を撮ろう！」

　博物館に本物のチャグチャグ馬ッコが

登場します。一緒に写真を撮ることがで

きます。

⑹ 食とバザーコーナー
　この他にも、北上山地で育まれた岩手

の食を味わえる販売コーナーや福祉バザ

ーコーナーもあわせてオープンします。

さあ、皆さんも「岩手県立
博物館まつり」へ是非お越
し下さい。


